2008年度　化学Ⅰ－第1問－問3
【問題】
　陽子を◎，中性子を○，電子を●で表すとき，質量数6のリチウム原子の構造を示す模式図として最も適当なものを，図1の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，破線の円内は原子核とし，その外側にある実線の同心円は内側から順にK殻，L殻を表す。
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【正解】

⑥
【解説】

　ポイントは，「質量数」と「電子配置」です。
　質量数は，陽子数と中性子数の和です。リチウムは原子番号3なので，陽子数は3です。また，問題文より質量数が6なので，中性子数＝質量数－陽子数＝6－3＝3です。よって，原子核中に陽子と中性子が3個ずつ含まれている⑤または⑥のはずです。
　陽子数が3なので，電気的に中性な原子は同じく3個の電子をもっています。K殻は2個までしか電子を収容することが出来ませんので，残りの1個はL殻に入ります。よって，K殻に2個，L殻に1個という電子配置の②，④，⑥のはずです。

　両方の条件に当てはまる⑥が正解です。
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